
 

令和８年度 学校評価計画書 

園名  三輪幼稚園 

１ 教育目標 

  

 

 

 

 

 

 

２ 今年度の重点目標 

  

 

 

３ 自己評価項目   

分野・領域 評価項目 

教育課程 幼児一人一人のよさや可能性を最大限に引き出す質の高い幼児教育の推進 

・多様な教育課題に対応する教職員の資質及び専門性、保育の質の向上 

・教育課程の編成・実施・評価の一体的な推進、教育内容の可視化 

・遊びを通しての総合的な指導、幼児期において育みたい資質、能力の育成 

幼児の発達に即した指導の工夫 

・幼児一人一人の発達や課題に応じた、きめ細やかな援助の工夫 

しなやかな心や体を育む取り組みの工夫 

・「わくわく体操」を基盤とした体づくりの推進 

・幼児の興味関心に応じ、多様な動きが経験できる場づくりの工夫 

安全管理 幼児の命を守るための安全な園づくりの推進 

・家庭や地域の関係機関との連携の強化、防災教育、安全教育の推進 

・危機管理マニュアルの作成・活用、安全点検や教職員・幼児の安全対応能力

の向上を図るための取り組みの推進 

保護者・地域

住民との連携 

地域のよさを生かした園運営の工夫 

・豊かにつながりを構築していくことができる活動内容、情報発信の工夫 

子育て支援 親と子の育ち合いの場としての役割や機能の充実 

・親と子が安心して集える場と情報発信の工夫 

・未就園児との交流、園庭開放、子育て相談等における支援の充実 

・幼児の育ちを支え、保護者に寄り添う預かり保育の充実 

校園所連携 学びの連続性を意識した幼保小の接続の推進 

・主体的、対話的で深い学びを実現する、地域の実態に合わせた横、縦のつなが

りの充実 

 

 

『元気いっぱい みわっ子』 

・友達と協力できるこどもを育む   

・やさしく思いやりのあるこどもを育む 

・自分で考えて行動するこどもを育む 

（八景中学校区共通目標） 

人も自分も、学校（園）もふるさとも 大切にできる子 

 

「たのしもう みとめよう つながろう」 

～幼児一人一人の学びを支える教師の援助や環境構成のあり方を探る～ 


